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	｢情報｣の感知･収集“アンテナ”力分析･活用“インテリジェンス”力向上講座





	セミナー概要

	

	日時
	２０１７年 １１月１日（水）
１０：００ ～ １７：００（昼食お弁当ご用意）

	

	会場
	大阪商工会議所 北支部２階（南森町･大阪天満宮）

	

	受講料
	会員２４，６９０円　一般３７，０３０円（テキスト･弁当･税込）

	
	

	講
師
	有限会社インフォナビ 
代表　上野佳恵（うえの・よしえ）氏
津田塾大学国際関係学科卒。㈱日本能率協会総合研究所マーケティング・データ・バンクで会員企業向け情報提供サービスに携わった後、マッキンゼー・アンド・カンパニーでリサーチ・情報提供業務やコンサルタントへのリサーチトレーニングを担当。2001年に有限会社インフォナビ設立。現在はリサーチ・コンサルティング、企業等向け情報調査力研修、情報力スキルアップセミナー等を手掛ける。ビジネス・ブレークスルー大学非常勤講師。著書に「情報調査力のプロフェッショナル」（ダイヤモンド社）、「過情報の整理学」（中央公論社）、『「速さ」と「質」を両立させるデッドライン資料作成術』（クロスメディア・パブリッシング）など。


　　　　　　　　　　　　　　　申込方法・注意事項・お問合せ　　　　　　　　　　　　　　　　
①下記欄にご記入のうえFAXでお申し込み下さい。申込み後３営業日以内に受付確認のご連絡を、開講１週間前に
受講票を原則メールでお送りします。受付の確認や受講票が届かない場合は下記までご連絡下さい。

②受講料は下記に開講２営業日前迄にお振込み下さい。左記を過ぎてのキャンセルは受講料の返金はいたしかねます。

	りそな銀行大阪営業部 当座 ０８０８７２６
三菱東京ＵＦＪ銀行瓦町支店 当座 ０１０５２５１

三井住友銀行船場支店 当座 ０２１０７６４
	・口座名 大阪商工会議所  ｵｵｻｶｼｮｳｺｳｶｲｷﾞｼｮ 
・ご依頼人番号　９０８０１０００００ の１０桁と貴社名をご入力下さい。

・振込手数料は貴社にてご負担下さい。左記銀行本支店ATMからの振込は手数料不要。


③講師業・士業・コンサルタント業等、講座の進行を妨げたり他の受講者の迷惑となる行為がある(あった)方、反社会的団体の構成員と認められる方は、受講をお断りします。
④ご記入頂いた情報は大阪商工会議所からの各種連絡･情報提供のために利用するほか講師に参加者名簿として配布します。
◎主催・お問合せ：大阪商工会議所　研修担当　TEL：０６－６９４４－６４２１　FAX：０６－６９４４－５１８８

受講申込書　この用紙のまま　06-6944-5188　にFAXしてください
	会社名
	
	会員番号
	

	所在地
	〒
	業　種
	

	
	
	従業員数
	人

	フリガナ
受講者名
	
	年齢
	歳
	性別
	男・女
	所属部署･役職
	

	
	
	受講者メルアド
	

	連絡担当者名
	
	連絡担当者所属部署･役職
	

	連絡担当者メルアド
	
	TEL
	
	FAX
	

	受講料
	人分　　　　　　　円を　　　月　　　日　　　　　　　　　　銀行へ振込予定

	受講票について
	□受講票は連絡担当者気付けでメール希望　□受講票は受講者本人宛でメール希望　□受講票はFAXで送信希望


Thanks Ticket　対象





プログラム





最新情報や仕事に役立つ情報を敏感に“感じ取り”


網羅性や信憑性を勘案しつつ効率的に“集め”


それを統計学なども援用しながら正確に“読み込み”


コンプラ違反にならぬようプレゼン資料に“まとめる”





こうしたスキルは日々の意識づけの中で培われていくもの。情報調査のプロから、そのポイントを学びます。





１．あなたの情報感度はどのくらい？


①まずはクイズで腕試し


②日ごろの習慣が情報感度を左右する


③いま関心があることは何ですか？


２．こんな人がフェイクニュースに踊らされる


①素直な人


②何でも他人に相談する人


③スマホが手放せない人


３．情報収集の「型」を学ぼう


①情報には種類がある


②情報収集の手順


③情報源から考える


４．情報活用の第一歩は「読み込み」


①データを読む


②統計を理解する


③情報の意図を汲み取る


５．情報の価値を高める伝え方


①誰に、何を、どうやって伝えるのか


②情報の効果的な分析方法とチャートの使い方


③説得力のある情報とは


６．まとめ：アンテナ力・インテリジェンス力の高め方


※明日から役に立つ情報源リスト配布予定！





全体にグループワーク・ディスカッションを盛り込み、


やってみる・考えてみる→ディスカッション・発表→解説


というかたちで進めます。








